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双
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宅　
　

宏　
　

幸

一
、
楽
亭
西
馬
と
『
岸
柳
四
魔
談
』
に
つ
い
て

　

岩
本
活
東
子
著
『
戯
作
者
小
伝
』（
安
政
三
年
﹇
一
八
五
六
﹈
成
）「
夷
福
亭

宮
守
」
に①
、「
夷
福
山
人
と
号
し
、
又
福
亭
禄
馬
と
号
す
、
今
楽
亭
西
馬
と
改

む
、
西
宮
新
六
と
い
へ
る
本
材
木
町
一
丁
目
の
絵
双
紙
問
屋
也
、
文
政
十
二
丑

年
の
火
災
に
か
ゝ
り
て
家
衰
へ
て
、
後
水
谷
町
に
移
住
し
、
家
主
と
な
り
て
久

兵
衛
と
改
名
す
、
傍
傭
書
を
な
し
、
又
戯
作
を
な
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
楽
亭

西
馬
（
一
七
九
九
―
一
八
五
八
）
は
江
戸
本
材
木
町
で
絵
双
紙
問
屋
を
営
み
、

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
の
火
災
で
本
屋
業
を
廃
し
て
か
ら
は
傭
書
と
戯
作

を
業
と
し
た
。
式
亭
三
馬
の
門
人
で
も
あ
り
、
三
馬
の
遺
稿
を
出
版
し
た
人
物

と
し
て
も
知
ら
れ
る②
。

　

西
馬
が
手
が
け
た
作
品
に
『
岸き
し
の

柳や
な
ぎ

四し
ま
も
の
が
た
り

魔
談
』
と
い
う
未
完
の
長
編
合
巻

が
あ
る
。
本
作
に
つ
い
て
は
従
来
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
本
稿

で
は
『
四
魔
談
』（
以
下
『
四
魔
談
』
と
略
称
）
が
種
本
と
し
た
典
拠
に
つ
い

て
指
摘
し
、
西
馬
作
末
期
合
巻
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
『
四
魔
談
』
の
概
要
を
紹
介
す
る③
。
楽
亭
西
馬
作
・
歌
川
国
輝
画
の
合

巻
、
全
四
編
。
初
編
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）、
二
編
同
四
年
、
三
編
同
五

年
、
四
編
同
八
（
安
政
元
）
年
刊
。
板
元
は
江
戸
・
山
口
屋
藤
兵
衛
、
角
書
に

「
巌
窟
蕾
玄
皆
本
武
者
志
」
と
あ
る
。
四
編
巻
末
に
「
こ
れ
こ
の
二
人
の
武
士

は
何
者
ぞ
、
そ
は
五
編
の
は
じ
め
に
い
づ
る
を
見
て
知
り
給
ふ
べ
し
」
と
記
す

が
、
五
編
に
つ
い
て
は
未
見
。
以
下
に
梗
概
を
示
す
。

　

―
皆み
な

本も
と

武む

者し
や

志し

は
老
仙
か
ら
巻
物
を
授
か
り
武
者
修
行
に
出
発
、
旅
の
途

中
の
船
で
大
鰐
を
退
治
し
、
芸
者
を
巡
る
諍
い
か
ら
花は

な

木き

淀よ
ど

九く

郎ろ
う

を
救
い
、
門

人
と
す
る
。
赤あ
か

松ま
つ

満ま
ん

祐ゆ
う

の
落
胤
蕾ら
い

玄げ
ん

は
邪
法
を
習
得
。
近
江
の
佐さ

崎さ
き

判
官
の
正

妻
磐い
わ

井い
の

前ま
え

、
悪
臣
牛う
し

窪く
ぼ

典て
ん

膳ぜ
ん

は
庶
流
佐
崎
刑
部
の
子
鷲わ
し

丸ま
る

を
養
子
に
と
企
む
が
、

側
女
の
沖お
き

見み

が
懐
妊
。
典
膳
と
蕾
玄
は
沖
見
の
流
産
を
画
策
。
武
者
志
は
梅う
め

畑ば
た

楽
亭
西
馬
作
『
岸
柳
四
魔
談
』
と
馬
琴
草
双
紙
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香こ
う

之の

進し
ん

か
ら
怪
異
の
解
決
を
依
頼
さ
れ
、
大
貉
を
退
治
す
る
。
沖
見
は
密
通
を

偽
装
さ
れ
、
宿
下
が
り
す
る
（
以
上
初
編
）。
飛
騨
の
豚ぶ
た

栗く
り

比ひ

止ど

市い
ち

の
娘
女お

蘿が
せ

と
通
じ
た
虚
無
僧
の
美
少
年
は
実
は
猿
で
あ
り
、
依
頼
さ
れ
た
武
者
志
が
退
治

す
る
が
女
蘿
が
子
（
後
の
夜や

猨え
ん

丸ま
る

）
を
産
む
。
下
総
の
里さ
と

見み

右え

衛も
ん

門の

督か
み

は
老
翁

か
ら
息
子
総ふ
さ

若わ
か

丸ま
る

の
苦
難
や
、
娘
音お
と

姫ひ
め

の
婿
が
木
樵
の
桂
太
郎
で
あ
る
と
占
わ

れ
、
桂
太
郎
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
家
臣
の
阿あ

比び

古こ

図ず

書し
よ

が
逃
が
す
。
伊
豆
の

三み

浦う
ら

前ぜ
ん

司じ

は
右
衛
門
督
殺
害
と
音
姫
略
奪
を
計
画
、
夜
猨
丸
が
助
力
す
る
。
一

方
、
伊
予
の
佐
崎
刑
部
に
仕
え
る
蕾
玄
（
蕾
作
）
は
大お
お

房ぶ
さ

英え
い

蔵ぞ
う

や
古ふ
る

池い
け

藻も

三さ
ぶ

郎ろ
う

と
親
し
く
な
る
（
以
上
二
編
）。
三
人
は
仲
違
い
か
ら
英
蔵
が
藻
三
郎
を
、
蕾

玄
が
英
蔵
を
殺
害
す
る
。
英
蔵
の
弟
英え
い

之の

助す
け

と
藻
三
郎
の
妹
浮う
き

草く
さ

が
仇
討
ち
の

旅
に
出
る
。
沖
見
は
賢か
た

千ち

代よ

の
産
後
に
死
去
（
以
上
三
編
）。
京
に
向
か
う
判

官
一
行
を
典
膳
ら
が
闇
討
ち
す
る
。
判
官
が
埋
葬
さ
れ
た
寺
の
住
持
は
夢
で
判

官
に
遺
言
書
を
託
さ
れ
、
そ
れ
を
香
之
進
に
届
け
る
。
香
之
進
ら
は
典
膳
の
悪

行
を
糺
し
、
典
膳
は
自
殺
。
蕾
玄
は
仏
参
帰
り
の
香
之
進
を
殺
害
す
る
。
蕾
玄

は
二
人
の
男
に
取
り
囲
ま
れ
た
も
の
の
逃
亡
（
以
上
四
編
）。

　
『
四
魔
談
』
は
「
巌
窟
蕾
玄
皆
本
武
者
志
」
の
角
書
を
持
つ
が
、
題
が
類
似

す
る
作
に
式
亭
三
馬
作
『
岸
柳
島
物
語
』
が
あ
る
。
山
崎
麓
編
纂
『
改
訂
日
本

小
説
書
目
年
表
』
文
政
五
年
の
項
に④
、

﹇
宮
本
武
者
／
巌
窟
雷
玄
﹈
岸
柳
島
物
語  

六  

式
亭
三
馬  

歌
川
国
貞

と
あ
り
、
角
書
も
外
題
も
近
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
岸
柳
島
物
語
』
は
、
国

文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
も
「
日
本
小
説
年
表
に
よ
る
」

と
の
み
記
さ
れ
、
所
在
不
明
の
た
め
内
容
が
確
認
で
き
な
い
。
だ
が
本
作
の
巻

数
が
六
巻
だ
と
す
れ
ば
、
合
巻
は
一
巻
に
つ
き
五
丁
、
六
巻
で
全
三
〇
丁
と
想

定
で
き
る⑤
。
対
す
る
『
四
魔
談
』
は
初
編
か
ら
四
編
そ
れ
ぞ
れ
が
二
〇
丁
ず
つ

で
、
総
計
全
八
〇
丁
、
三
馬
作
『
岸
柳
島
物
語
』
よ
り
も
五
〇
丁
多
い
。
し
た

が
っ
て
、『
四
魔
談
』
が
『
岸
柳
島
物
語
』
に
基
づ
く
と
し
て
も
、
内
容
は
西

馬
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る⑥
。

二
、『
四
魔
談
』
と
宮
本
武
蔵
物

　
『
四
魔
談
』
初
編
序
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

早さ
う

陽し
ゆ
ん

后に
の

卯う

詣ま
う
で

よ
り
、
臥ぐ
わ

龍り
う

梅ば
い

の
園そ
の

を
巡め
ぐ

り
て
、
帰き

路ろ

両り
や
う

国ご
く

橋き
や
う

上じ
や
う

を

わ
た
る
に
、
前ぜ
ん

後ご

に
冨ふ

筑つ
く

二に

山さ
ん

の
風ふ
う

色し
よ
く

を
眺な
が

め
、
賑に
ぎ
は

へ
る
街ち
ま
た

を
賤せ
ん

許き
よ

に
戻も
ど

り
て
机つ
く
へ上
に
向む
か

ひ
、
扨さ
て

一い
ち

日じ
つ

の
遊ゆ
う

観く
わ
ん

を
考
か
ん
が
ふ

る
に
、
是こ
れ

皆み
な

稗は
い

史し

の

稿た
ね

と
成な

り
ぬ
。
先ま
づ

臥ぐ
わ

龍り
や
う

先せ
ん

生せ
い

を
思お
も

ひ
出い
で

て
、
鬼き

一い
ち

法ほ
ふ

眼げ
ん

を
巻ほ
つ

首た
ん

と
し
、

講か
う

釈し
や
く

場ば

の
二に

刀た
う

伝で
ん

、
又ま
た

武む

者し
や

修し
ゆ

行ぎ
や
う

の
筋す
ぢ

を
ま
く
、
席よ
せ

浄じ
や
う

瑠る

璃り

の
島し
ま

物も
の

語が
た
り

に
蕾ら
い

玄げ
ん

の
名な

を
変か

仮り

つ
。

　

序
に
よ
る
と
、「
臥
龍
梅
」
を
見
た
こ
と
で
「
臥
龍
先
生
」（
諸
葛
亮
、
字
は

孔
明
）
を
想
起
し
、「
鬼
一
法
眼
」
を
発
端
に
用
い
る
と
す
る
。
お
そ
ら
く
、

軍
師
と
い
う
立
場
の
孔
明
か
ら
義
経
に
兵
法
書
「
虎
の
巻
」
を
授
け
た
鬼
一
法

眼
へ
と
連
想
が
働
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
冨
士
筑
波
の
「
二
山
」
か
ら

楽
亭
西
馬
作
『
岸
柳
四
魔
談
』
と
馬
琴
草
双
紙
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「
二
刀
伝
」（
宮
本
武
蔵
物
）
を
連
想
し
た
の
か
、
武
蔵
の
武
者
修
行
の
構
想
を

借
り
る
こ
と
に
し
た
こ
と
や
、
人
形
浄
瑠
璃
『
島
物
語
（
姫
小
松
子
日
の

遊
）
』
に
登
場
す
る
「
来
限
」
か
ら
「
蕾
玄
」
の
名
を
借
り
た
こ
と
を
記
す
。

な
お
「
島
物
語
」
の
書
名
か
ら
は
、
平
賀
梅
雪
作
・
速
水
春
暁
斎
画
『
絵
本
二

島0

英
勇
記
』（
享
和
三
年
﹇
一
八
〇
三
﹈
序
刊
）
と
い
う
宮
本
武
蔵
物
読
本
も

連
想
で
き
る
。
序
に
書
か
れ
た
内
容
が
事
実
と
は
限
ら
な
い
が
、「
二
刀
伝
」

な
ど
の
宮
本
武
蔵
物
に
「
武
者
修
行
」
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
高
い
。

　

実
際
『
四
魔
談
』
で
は
、
山
で
武
五
郎
が
剣
術
の
練
習
を
し
て
い
た
と
こ
ろ

を
異
人
に
誘
わ
れ
、
修
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
上
達
し
た
武
五
郎
に
対

し
て
異
人
は
、

「
さ
て
御
身
武
術
の
稽
古
、
日
ご
と
試
み
る
に
、
こ
の
節
は
大
方
上
達
せ

り
。
よ
つ
て
我
、
伝
授
の
奥
義
を
伝
ふ
べ
し
」
と
て
、
一
巻
を
取
り
出
し

武
五
郎
に
与
へ
、「
御
身
世
に
出
で
な
ば
抱
へ
ん
と
い
ふ
者
あ
る
と
も
、

未
だ
そ
の
身
を
お
さ
む
る
時
に
あ
ら
ず
。
四
十
を
超
し
な
ば
良
き
主
を
選

み
仕
ふ
べ
し
。
そ
れ
ま
で
は
主
取
り
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
な
を
影
身
に
添
ひ

て
武
運
を
守
る
べ
し
」

と
述
べ
て
、
一
巻
の
奥
義
を
渡
し
、
四
十
歳
ま
で
仕
官
し
な
い
よ
う
戒
め
る
。

武
五
郎
は
皆み
な

本も
と

武む

者し
や

志し

正ま
さ

好よ
し

と
名
を
改
め
、
武
者
修
行
に
出
立
す
る
。

　

幕
末
期
に
「
武
者
修
行
」
が
流
行
し
た
と
思
わ
れ
、
宮
本
武
蔵
物
が
数
点
出

版
さ
れ
て
い
る
。
梅
亭
金
鵞
作
『
宮
本
無
三
四
二
刀
伝
』（
嘉
永
六
年
刊
）、
槐

亭
賀
全
作
『
宮
本
無
三
四
武
勇
伝
』（
文
久
元
年
﹇
一
八
六
一
﹈
刊
）、
岳
亭
定

岡
作
『
宮
本
無
三
四
実
伝
記
』（
慶
応
二
年
﹇
一
八
六
六
﹈
序
）
な
ど
で
あ
る

が
（『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
が
出
版
さ
れ
て
以
降
、
刊
行
物
で
は
「
無
三
四
」

と
表
記
さ
れ
る
）、
こ
の
時
期
に
宮
本
武
蔵
物
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
見
え
る
。

な
お
西
馬
自
身
も
、『
四
魔
談
』
の
後
に
宮
本
武
蔵
物
の
『
名
響
武
術
誉
』（
安

政
五
年
刊
）
を
著
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、『
四
魔
談
』
四
編
序
に
、

講こ
う

談だ
ん

の
二に

刀と
う

伝で
ん

、
俳は
い

優ゆ
う

の
鍋な
べ

蓋ぶ
た

に
、
自じ

在ざ
い

の
釡か
ま

の
湯ゆ

気げ

激た
ぎ

り
て
四よ

方も

に
鳴な
り

響ひ
ゞ

き
、

と
あ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。「
俳
優
の
鍋
蓋
」
と
は
『
絵
本
二
島
英
勇
記
』
に

描
か
れ
る
二
刀
流
の
無
三
四
が
鍋
蓋
で
対
峙
し
た
笠
原
新
三
郎
に
敗
れ
る
趣
向

で
あ
る
。
後
に
演
劇
化
し
て
人
気
を
博
し
、
明
治
に
か
け
て
無
三
四
の
二
刀
対

笠
原
の
鍋
蓋
と
い
う
構
図
は
よ
く
描
か
れ
、
人
口
に
膾
炙
し
た⑦
。
加
え
て
、
武

蔵
も
の
実
録
・
講
談
『
英
雄
美
談
』
に
「
文
久
二
年
戌
三
月
求
之
」
と
記
さ
れ

る
諸
本
も
あ
り
、『
四
魔
談
』
が
刊
行
さ
れ
た
幕
末
期
に
草
双
紙
や
実
録
・
講

談
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
宮
本
武
蔵
物
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
宮

本
武
蔵
物
が
流
行
し
て
い
た
証
左
と
な
ろ
う
。

　

し
か
し
、『
四
魔
談
』
に
宮
本
武
蔵
の
名
を
も
じ
っ
た
皆
本
武
者
志
が
武
者

修
行
す
る
と
い
う
共
通
点
が
見
ら
れ
る
一
方
、
具
体
的
な
筋
や
趣
向
な
ど
で
宮

本
武
蔵
物
と
の
関
連
性
は
見
ら
れ
な
い
。

楽
亭
西
馬
作
『
岸
柳
四
魔
談
』
と
馬
琴
草
双
紙
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三
、
馬
琴
黄
表
紙
『
武
者
修
行
木
斎
伝
』
の
利
用

　
『
四
魔
談
』
の
筋
立
て
は
、
曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
『
武
者
修
行
木
斎
伝
』
に

基
づ
く
。『
四
魔
談
』
三
編
序
に
、

姫ひ
め

小こ

松ま
つ

の
島し
ま

物も
の

語が
た
り

は
平へ
い

家け

女に
よ
う

護ご
の

島し
ま

の
類で

種み
せ

に
て
、
蝶て
ふ

花は
な

形が
た

の
稚お
さ
な

仕じ

合あ
ひ

は
大お
ほ

友と
も

の
真ま

鳥と
り

の
場は
め

抜も
の

な
り
。
各
お
の
〳
〵

素も
と

あ
り
て
、
是こ
れ

を
稗さ
う

史し

に
い
は
ゞ
、

八は
つ

犬け
ん

士し

の
大お
ほ

既む
ね

は
水す
い

滸こ

伝で
ん

に
し
て
、
浮う
き

世よ

風ぶ

呂ろ

の
源も
と

湯ゆ

は
銭せ
ん

湯と
う

新し
ん

話わ

な
り
。

其そ
の

外ほ
か

講こ
う

談だ
ん

素そ

話わ

は
い
ふ
に
及お
よ

は
ず
。
放は
う

下か

の
奇は
な
れ

業わ
ざ

も
種た
ね

の
な
き
品し
な

玉だ
ま

は

遺つ
か

は
れ
ず
。
此こ
の

岸き
し
の

柳や
な
ぎ

四し

魔ま
も
の

談が
た
り

も
、
寛く
は
ん

政せ
い

享き
や
う

和わ

の
黄き

表べ
う

紙し

に
猿さ
る

の
因い
ん

縁え
ん

因い
ん

果ぐ
わ

経き
や
う

、
夫そ
れ

に
縁も
と

起づ
き

か
き
の
稿た
ね

、
木も
く

斎さ
い

伝で
ん

を
武む

者し
や

志し

と
替か
へ

、
…
…

と
記
さ
れ
、
種
々
の
作
品
の
種
本
に
関
す
る
話
の
流
れ
で
、「
木も
く

斎さ
い

伝で
ん

を
武む

者し
や

志し

と
替か
へ

」
た
と
あ
る
。
こ
の
記
述
を
う
け
て
か
、
下
中
彌
三
郎
編
『
大
辞
典
』

「
岸
柳
四
魔
談
」
の
項
で⑧
、「
宮
本
武
蔵
の
伝
を
潤
色
し
て
綴
っ
た
も
の
。
木
斎

伝
を
取
合
は
す
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
挿
絵
を
含
め
た
両
書
の
具

体
的
な
比
較
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
『
武
者
修
行
木
斎
伝
』（
以
下
『
木
斎
伝
』
と
略
称
）
は
馬
琴
作
・
歌
川
豊
広

画
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
正
月
刊
の
黄
表
紙
で
あ
る
。
梗
概
を
示
す⑨
。

　

―
美
濃
の
木
樵
木も
く

蔵ぞ
う

は
天
狗
山
伏
の
元
で
鍛
錬
し
た
後
、
姪
の
梢こ
ず
え

を
預

け
て
武
者
修
行
に
出
る
。
木
蔵
は
美
濃
で
刃
傷
沙
汰
を
収
め
、
熊
川
か
ぢ
兵
衛

を
弟
子
に
し
て
道
場
を
開
き
、
木も
く

斎さ
い

と
名
乗
る
。
鎌
倉
管
領
山
の
内
則
房
の
姫

を
怪
異
が
襲
う
が
、
木
斎
が
怪
異
の
正
体
で
あ
る
狸
を
退
治
。
山
の
内
家
の
美

少
年
梶
原
源
次
郎
を
養
子
と
し
、
梢
の
婚
約
者
と
す
る
。
男
色
の
か
ぢ
兵
衛
が

源
次
郎
を
口
説
く
も
断
ら
れ
、
望
月
荒
右
衛
門
と
二
人
で
源
次
郎
を
殺
害
。
木

斎
は
荒
右
衛
門
を
成
敗
す
る
。
一
方
、
か
ぢ
兵
衛
は
美
少
年
で
賊
の
頭
領
で
あ

る
か
ね
若
に
泥
み
、
偶
然
木
斎
が
泊
ま
る
宿
に
忍
び
込
み
、
討
ち
取
ら
れ
る
。

木
斎
が
鎌
倉
に
帰
る
と
源
次
郎
が
帰
宅
、
天
狗
に
匿
わ
れ
て
い
た
と
語
る
。
源

次
郎
と
梢
は
夫
婦
と
な
り
、
木
斎
は
管
領
家
に
仕
え
る
。

　

梗
概
を
見
る
だ
け
で
も
、
異
人
（
天
狗
）
の
元
で
修
行
す
る
点
や
武
者
修
行

に
出
る
点
、
怪
異
を
退
治
す
る
点
な
ど
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
。
一
場
面
を
例

に
あ
げ
る
と
、『
四
魔
談
』
で
異
人
が
武
五
郎
に
対
し
、

「
汝
に
兵
法
の
奥
義
を
伝
ふ
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
こ
れ
よ
り
三
年
の
間
予

に
随
ふ
て
山
中
に
住
ま
い
せ
よ
。
そ
の
う
ち
に
は
武
術
の
天
下
に
続
く
も

の
な
き
や
う
、
と
く
と
伝
授
す
べ
し
」

と
話
す
台
詞
と
、『
木
斎
伝
』
に
お
け
る
天
狗
山
伏
の
台
詞
、

「
我
数
年
来
人
を
試
し
み
る
に
、
そ
の
心
の
中
を
量
り
知
ら
ざ
る
こ
と
な

し
。
然
る
に
、
汝
が
才
知
世
の
常
に
す
ぐ
れ
し
故
、
我
も
量
り
知
り
難
き

こ
と
あ
り
。
汝
も
し
青
雲
の
志
を
遂
げ
ん
と
思
は
ば
、
今
よ
り
三
年
が
間

我
に
随
ひ
て
武
芸
を
学
ぶ
べ
し
」

と
で
、
三
年
の
修
行
を
求
め
る
点
で
一
致
す
る
。
武
五
郎
と
木
蔵
が
剣
術
を
学

ぶ
場
面
の
挿
絵
の
構
図
も
共
通
し
て
い
よ
う
（
巻
末
図
１

・
２

）。
挿
絵
の
共

楽
亭
西
馬
作
『
岸
柳
四
魔
談
』
と
馬
琴
草
双
紙
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通
点
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
全
て
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
船
上
か
ら
大
鰐
を
退
け
る
場
面
（
図
３

・
４

）
や
夜
な
夜
な
女
性

を
苦
し
め
る
怪
異
を
倒
す
場
面
（
図
５

・
６

）
な
ど
、『
木
斎
伝
』
の
構
図
を

変
え
な
が
ら
も
、
種
本
の
要
素
を
残
し
た
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、『
木
斎
伝
』
で
は
天
狗
山
伏
に
剣
を
学
ぶ
が
、『
四
魔
談
』
で
は
武
五

郎
が
授
か
っ
た
巻
物
を
開
く
と
、「
武
術
の
奥
義
委
細
に
記
し
あ
り
て
、
末
に

吉
岡
鬼
一
法
眼
の
末
葉
某
と
記
し
た
れ
ば
、
さ
て
は
か
の
異
人
は
そ
の
昔
御
曹

司
に
六
韜
三
略
を
巻
を
伝
へ
し
鬼
一
老
翁
の
枝
葉
に
て
」
と
書
か
れ
て
あ
る
よ

う
に
、
鬼
一
法
眼
ゆ
か
り
の
人
物
に
教
わ
っ
た
と
判
明
す
る
。
こ
の
天
狗
山
伏

か
ら
鬼
一
法
眼
の
末
葉
と
改
め
る
設
定
は
、
文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四
合
作
『
鬼

一
法
眼
三
略
巻
』（
享
保
十
六
年
﹇
一
七
三
一
﹈
九
月
竹
本
座
初
演
）
に
取
材

し
て
い
よ
う
。
本
作
の
三
段
目
に
鬼
一
法
眼
が
天
狗
の
姿
で
牛
若
等
の
前
に
現

れ
る
場
面
が
あ
る
。
つ
ま
り
、『
木
斎
伝
』
の
「
天
狗
」
山
伏
か
ら
『
鬼
一
法

眼
三
略
巻
』
の
鞍
馬
「
天
狗
」
を
連
想
し
、
両
書
を
綯
い
交
ぜ
に
し
て
、
天
狗

か
ら
鬼
一
法
眼
ゆ
か
り
の
人
物
へ
と
変
更
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
四
魔
談
』
が
『
木
斎
伝
』
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
登
場
人
物
も
、
武
者
志
―
木
斎
、
異
人
―
天
狗
、
保
市
―
梢
、

佐
崎
判
官
―
山
の
内
則
房
、
沖
見
―
山
の
内
の
姫
、
大
狢
―
狸
、
が
対
応
関
係

に
あ
り
、『
四
魔
談
』
の
種
本
と
し
て
『
木
斎
伝
』
が
物
語
構
想
の
機
能
を
果

た
し
て
い
る
。

四
、
馬
琴
合
巻
『
島
村
蟹
湊
仇
撃
』
の
利
用

　

前
章
で
『
四
魔
談
』
発
端
が
『
木
斎
伝
』
に
基
づ
く
こ
と
は
確
認
で
き
た
が
、

読
み
進
め
て
い
く
と
、
猟
師
の
娘
が
虚
無
僧
の
美
少
年
（
正
体
は
猿
）
と
通
じ

て
子
を
産
む
な
ど
、『
木
斎
伝
』
と
は
異
な
る
様
相
が
見
ら
れ
る
。
実
は
そ
れ

ら
の
展
開
も
馬
琴
の
草
双
紙
に
由
来
す
る
。

　
『
島し
ま

村む
ら

蟹が
に

湊
み
な
と
の

仇あ
だ

撃う
ち
⑩』（
以
下
『
湊
仇
撃
』
と
略
称
）
は
馬
琴
作
・
歌
川
豊
広

画
、
文
化
四
年
刊
の
合
巻
で
あ
る
。
梗
概
を
記
す⑪
。

　

―
足
利
義
政
の
御
代
、
出
雲
を
治
め
る
源
高た
か

国く
に

は
見
通
し
の
翁
か
ら
、
娘

の
音お
と

姫ひ
め

や
息
子
の
国く
に

若わ
か

丸ま
る

が
艱
難
を
受
け
る
と
告
げ
ら
れ
る
。
阿
波
の
狩
人
し

ぶ
が
き
佐
次
平
の
娘
小こ

枝え
だ

は
、
美
少
年
の
虚
無
僧
に
化
け
た
大
猿
と
関
係
を
持

つ
。
猿
と
娘
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
魔
術
を
得
て
摩ま

斯し

陀だ

丸ま
る

と
名
乗
り
、
山

賊
を
し
た
が
え
て
美
女
や
財
宝
を
奪
う
な
ど
悪
逆
の
限
り
を
尽
く
す
。
再
び
高

国
の
前
に
翁
が
現
れ
、
音
姫
の
婿
が
木
樵
の
馬
之
介
で
あ
る
と
告
げ
、
怒
っ
た

高
国
は
馬
之
介
を
殺
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
島し
ま

村む
ら

貴た
か

則の
り

が
逃
が
す
。
阿
波
の
三

好
長な
が

基も
と

は
高
国
を
追
い
落
と
し
て
権
力
を
握
ろ
う
と
画
策
、
摩
斯
陀
丸
は
三
好

に
一
味
し
て
高
国
を
殺
害
、
音
姫
を
妖
術
で
拐
か
す
。
高
国
の
忠
臣
島
村
貴
則

は
妻
ぶ
し
ま
と
共
に
主
君
の
後
を
追
っ
て
自
害
、
貴
則
の
魂
は
蟹
に
、
ぶ
し
ま

の
魂
は
魚
へ
と
変
じ
る
。
音
姫
は
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
て
い
た
が
、
蟹
が
姫
を

縛
る
縄
を
切
る
。
蟹
は
貴
則
と
ぶ
し
ま
の
姿
に
変
じ
る
と
、
摩
斯
陀
丸
の
隙
を

楽
亭
西
馬
作
『
岸
柳
四
魔
談
』
と
馬
琴
草
双
紙
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狙
っ
て
姫
を
救
出
。
姫
は
筏
の
よ
う
に
連
な
る
蟹
の
大
群
に
よ
っ
て
尼
崎
の
岩

窟
へ
運
ば
れ
る
。
島
村
夫
婦
の
霊
魂
は
音
姫
の
弟
国
若
丸
を
助
け
、
馬
之
介
も

助
勢
に
加
わ
っ
て
摩
斯
陀
丸
と
長
基
を
討
伐
す
る
。

　
『
四
魔
談
』
と
『
湊
仇
撃
』
の
梗
概
を
見
比
べ
る
と
、
娘
が
関
係
を
持
っ
た

虚
無
僧
の
美
少
年
が
実
は
猿
で
あ
る
点
、
猿
の
子
が
悪
役
と
な
る
点
、
占
い
の

老
翁
か
ら
姫
君
の
婿
が
木
樵
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
、
怒
っ
た
領
主
が
木
樵
を
殺

害
し
よ
う
と
す
る
点
な
ど
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
な
場
面
を
あ
げ
る

と
、
虚
無
僧
と
女
性
が
出
会
う
場
面
に
お
い
て
、『
四
魔
談
』
は
、

「
…
…
今
日
は
か
ら
ず
も
途
中
よ
り
持
病
さ
し
お
こ
り
、
さ
し
こ
み
強
く

耐
へ
が
た
け
れ
ば
、
今
ま
で
こ
の
木
の
根
に
休
ら
ひ
し
が
、
何
卒
哀
れ
湯

を
一
つ
無
心
致
し
た
し
」
と
言
ふ
に
ぞ
、

と
、
虚
無
僧
が
旅
の
途
中
で
持
病
か
ら
一
杯
の
湯
を
所
望
す
る
。
一
方
の
『
湊

仇
撃
』
で
も
、

年
の
頃
一
七
、
八
な
る
虚
無
僧
、
佐
次
平
が
門
に
立
ち
、「
途
中
よ
り
殊

の
外
腹
痛
み
て
耐
へ
が
た
し
、
湯
を
一
つ
た
べ
」
と
言
ふ
に
、

と
あ
る
よ
う
に
、
旅
中
の
腹
痛
に
よ
っ
て
一
杯
の
湯
を
求
め
て
お
り
、
両
書
で

一
致
す
る
。
登
場
人
物
も
、
比
土
市
―
佐
次
平
、
女
蘿
―
小
枝
、
右
衛
門
督
―

高
国
、
音
姫
、
桂
太
郎
―
馬
之
介
、
阿
比
古
図
書
―
島
村
貴
則
と
対
応
し
、

『
四
魔
談
』
が
『
湊
仇
撃
』
を
用
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

物
語
の
筋
に
加
え
て
、
挿
絵
に
関
し
て
も
共
通
点
は
多
い
。
例
え
ば
、
大
猿

と
女
性
と
の
間
に
産
ま
れ
た
赤
子
が
産
婆
を
噛
み
殺
す
場
面
（
図
７

・
８

）
や
、

姫
の
婿
が
木
樵
と
知
っ
た
領
主
が
木
樵
に
弓
を
射
か
け
る
場
面
（
図
９

・
10
）

な
ど
、
そ
の
特
徴
が
確
認
で
き
る
。
他
方
、『
四
魔
談
』
で
変
更
さ
れ
て
い
る

構
図
も
あ
る
。
虚
無
僧
の
正
体
が
大
猿
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
猟
師
の
比
土

市
た
ち
が
銃
で
猿
を
退
治
す
る
場
面
（
図
11
・
12
）
は
、『
湊
仇
撃
』
で
は
構

図
全
体
を
用
い
て
そ
の
様
子
を
描
く
が
、『
四
魔
談
』
で
は
美
少
年
（
大
猿
）

と
女
蘿
が
一
夜
を
過
ご
す
艶
や
か
な
様
子
の
上
部
に
、
別
場
面
と
し
て
小
さ
く

配
置
す
る
。
人
情
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
艶
情
的
な
雰
囲
気
の
『
四
魔
談
』
の

挿
絵
は
、
初
期
合
巻
の
挿
絵
と
は
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

ま
た
物
語
展
開
に
関
し
、『
四
魔
談
』
は
一
工
夫
を
加
え
て
い
る
。『
湊
仇

撃
』
で
は
、
占
い
の
翁
が
源
高
国
に
音
姫
と
国
若
丸
の
艱
難
を
告
げ
る
↓
話
変

わ
っ
て
小
枝
が
猿
と
の
間
に
子
を
産
む
↓
再
び
高
国
の
前
に
現
れ
た
翁
が
音
姫

の
婿
が
木
樵
の
馬
之
介
で
あ
る
と
告
げ
る
、
と
い
う
入
り
組
ん
だ
展
開
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
『
四
魔
談
』
で
は
、
占
い
の
翁
の
登
場
を
一
度
に
ま
と
め
る

こ
と
で
、
筋
の
錯
綜
を
解
消
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
種
本
が
判
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
四
魔
談
』
の
続
編
構
想
を
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
湊
仇
撃
』
で
は
翁
が
占
っ
た
際
、

「
姫
君
は
一
旦
猿
に
見
入
れ
ら
れ
て
艱
難
し
給
ふ
こ
と
あ
り
。
し
か
れ
ど

も
忠
臣
守
護
す
る
に
よ
つ
て
身
を
も
汚
さ
ず
、
後
に
は
栄
へ
給
ふ
べ
し
」

と
言
ふ
。
又
、
国
若
丸
を
占
ひ
て
、「
御
幼
年
よ
り
武
功
あ
り
。
行
く
末

楽
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西
馬
作
『
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ま
す
ま
す
繁
昌
し
給
ふ
べ
し
。
た
だ
し
、
一
旦
は
落
ち
ぶ
れ
給
は
ん
か
」

と
申
け
り
。

と
述
べ
る
に
留
ま
る
が
、『
四
魔
談
』
二
編
で
翁
は
、

「
御
幼
年
よ
り
武
功
の
兆
し
あ
れ
ば
、
良
き
師
範
を
求
め
、
武
術
を
鍛
錬

な
し
給
へ
。
そ
は
今
諸
国
を
武
者
修
行
を
な
す
稀
代
の
武
士
あ
り
。
や
が

て
こ
の
国
へ
巡
り
来
た
る
べ
し
。
そ
の
時
を
待
ち
、
こ
れ
を
招
き
て
兵
法

熟
練
な
し
給
へ
。
さ
あ
ら
ば
そ
の
末
長
久
た
る
べ
し
。
一
旦
は
共
に
落
ち

給
ふ
と
も
、
行
く
行
く
繁
昌
疑
ひ
な
し
」
と
ぞ
申
し
け
る
。

と
、
後
に
武
者
志
が
登
場
し
、
総
若
丸
の
師
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
前
章
で
指
摘
し
た
『
木
斎
伝
』
を
利
用
し
た
武
者
修
行
の
展
開
と
綯

い
交
ぜ
に
し
て
構
想
を
立
て
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

加
え
て
、『
四
魔
談
』
四
編
の
口
絵
に
も
『
湊
仇
撃
』
の
構
想
が
見
出
せ
る
。

図
13
は
口
絵
で
縦
に
描
か
れ
る
夜
猨
丸
が
音
姫
を
攫
う
場
面
と
思
わ
れ
る
が
、

『
湊
仇
撃
』
の
構
図
（
図
14
）
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
口
絵
に
お
い
て

も
種
本
に
基
づ
く
続
編
の
展
開
を
予
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
馬
琴
黄
表
紙
『
敵
討
鼎
壮
夫
』
の
利
用

　
『
四
魔
談
』
は
馬
琴
作
・
北
尾
重
政
画
、
文
化
三
年
正
月
刊
の
黄
表
紙
『
敵か
た
き

討う
ち

鼎
か
な
え
の

壮ま
す

夫ら
お

』（
以
下
『
鼎
壮
夫
』
と
略
称
）
を
も
採
り
入
れ
る
。『
鼎
壮
夫
』

の
梗
概
は
次
の
通
り⑫
。

　

―
応
永
年
中
の
頃
、
伊
勢
の
国
北
畠
の
家
中
に
堀ほ
り

越こ
し

団
作
・
望
月
七
三

郎
・
花
沢
伝
之
介
の
三
勇
士
が
い
た
。
団
作
は
武
芸
で
二
人
よ
り
劣
る
こ
と
を

悩
み
、
祈
願
し
た
と
こ
ろ
夢
で
助
力
を
得
る
。
後
に
七
三
郎
と
口
論
す
る
こ
と

が
あ
り
、
伝
之
介
は
こ
れ
を
止
め
る
。
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
遺
恨
を
持
ち
、
七
三

郎
は
伝
之
介
を
討
つ
も
団
作
に
討
た
れ
る
。
七
三
郎
の
弟
三
次
郎
と
伝
之
介
の

妹
み
さ
ご
は
、
仇
団
作
を
尋
ね
て
旅
に
出
る
が
、
旅
中
に
三
次
郎
は
病
に
死
す
。

残
さ
れ
た
み
さ
ご
は
一
人
で
旅
を
続
け
、
宿
願
が
叶
っ
て
団
作
を
討
つ
。

　
『
四
魔
談
』
二
編
か
ら
三
編
に
か
け
て
描
か
れ
る
蕾
作
、
大
房
英
蔵
、
古
池

藻
三
郎
の
三
人
に
関
す
る
物
語
が
『
鼎
壮
夫
』
に
依
拠
す
る
。
例
え
ば
、『
四

魔
談
』
の
古
寺
に
肝
試
し
に
行
く
こ
と
を
提
案
す
る
場
面
、

英
蔵
が
言
へ
る
は
、「
当
国
大
洲
の
在
に
一
里
の
荒
れ
野
あ
り
。
そ
こ
に

古
寺
あ
り
て
妖
怪
出
づ
る
由
、
住
居
す
る
法
師
ら
も
退
転
せ
し
と
の
噂
、

よ
つ
て
今
は
空
き
寺
と
聞
け
り
。
か
の
寺
へ
行
き
て
虚
説
か
ま
た
誠
か
試

し
見
ん
は
い
か
ゞ
」
と
戯
れ
に
言
ひ
け
る
を
、

が
、『
鼎
壮
夫
』
の
次
の
場
面
、

望
月
七
三
郎
が
い
ふ
や
う
、「
当
国
斉
宮
村
よ
り
小
畑
へ
か
ゝ
る
道
に
湯

田
野
と
い
ふ
一
里
の
荒
野
あ
り
。
こ
の
野
中
な
る
古
寺
に
は
近
比
化
物
い

づ
る
ゆ
え
、
法
師
達
も
退
転
し
て
、
今
は
無
住
の
由
聞
け
り
。
い
ざ
や
今

宵
か
し
こ
へ
行
て
試
し
み
ん
」
と
い
へ
ば
、

に
拠
る
こ
と
は
、
そ
の
語
彙
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
。
他
に
も
、
三
人
が
集
ま
る

楽
亭
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家
に
英
蔵
（
七
三
郎
）
の
弟
英
之
助
（
三
次
郎
）
が
尋
ね
、
藻
三
郎
（
伝
之

介
）
の
妹
浮
草
（
み
さ
ご
）
が
応
対
す
る
点
、
古
寺
で
蕾
作
（
団
作
）
が
本
物

の
死
体
を
用
い
て
二
人
を
驚
か
せ
る
点
（
図
15
・
16
）、
三
人
が
殺
し
合
い
、

追
っ
手
が
蕾
作
（
団
作
）
の
家
に
踏
み
込
む
点
、
英
之
助
（
三
次
郎
）
と
浮
草

（
み
さ
ご
）
が
蕾
作
（
団
作
）
を
探
す
旅
に
出
る
点
（
図
17
・
18
）
な
ど
、『
鼎

壮
夫
』
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
。
登
場
人
物
も
、
蕾

作
―
団
作
、
英
蔵
―
七
三
郎
、
藻
三
郎
―
伝
之
介
、
英
之
助
―
三
次
郎
、
浮
草

―
み
さ
ご
、
と
両
書
で
対
応
す
る
。

　

一
方
で
、
少
々
設
定
を
変
え
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。『
鼎
壮
夫
』
で
、

若
き
者
共
大
勢
集
ま
り
、
石
を
も
つ
て
遊
び
ゐ
た
る
が
、
そ
の
中
に
二
三

貫
目
の
大
石
あ
り
。
…
…
団
作
、
易
き
事
な
り
と
て
足
駄
履
き
な
が
ら
、

か
の
石
を
ず
ん
ど
差
し
上
げ
、
や
が
て
肩
に
か
き
乗
せ
て
見
返
り
も
せ
ず

走
り
過
ぐ
れ
ば
、
み
な
〳
〵
大
に
肝
を
潰
し
、

と
団
作
の
力
自
慢
と
し
て
描
か
れ
た
大
石
担
ぎ
が
、『
四
魔
談
』
で
は
、

武
勇
嗜
み
の
程
を
尋
ぬ
る
に
、
蕾
玄
何
が
な
と
辺
り
を
見
回
し
、
傍
に
立

て
し
石
の
道
標
杭
を
引
倒
し
、
右
の
拳
振
り
上
げ
て
半
ば
よ
り
一
つ
に
打

ち
折
り
け
れ
ば
、

と
、
蕾
玄
が
典
膳
に
大
力
を
示
す
趣
向
と
な
っ
て
い
る
。
挿
絵
の
構
図
（
図

19
・
20
）
は
共
通
し
て
い
て
も
、
物
語
展
開
に
沿
う
よ
う
に
種
本
か
ら
物
語
順

序
や
設
定
を
変
更
す
る
一
手
間
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

六
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

以
上
、
西
馬
作
『
四
魔
談
』
は
世
界
を
宮
本
武
蔵
物
に
借
り
、『
木
斎
伝
』

や
『
湊
仇
撃
』、『
鼎
壮
夫
』
と
い
っ
た
馬
琴
草
双
紙
を
綯
い
交
ぜ
に
し
て
物
語

を
描
出
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
馬
琴
草
双
紙
の
利
用
が
判
明
す
る
こ
と
で
、『
四
魔
談
』
続

編
の
次
の
よ
う
な
構
想
が
想
定
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
武
者
志
が
武
者
修
行

を
経
て
、
近
江
の
佐
崎
家
や
下
総
の
里
見
家
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
（『
木
斎

伝
』『
湊
仇
撃
』）、
蕾
玄
を
探
し
求
め
る
英
之
助
や
浮
草
に
艱
難
が
あ
り
、
英

之
助
が
落
命
す
る
こ
と
（『
鼎
壮
夫
』）、
武
者
志
が
蕾
玄
や
夜
猨
丸
を
討
ち
滅

ぼ
し
（『
鼎
壮
夫
』『
湊
仇
撃
』）、
仕
官
し
て
大
団
円
を
迎
え
る
こ
と
（『
木
斎

伝
』）、
な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
種
本
を
利
用
し
つ
つ
も
構
想
を
変
更
す
る

こ
と
は
あ
り
得
る
わ
け
だ
が
、
武
者
修
行
す
る
武
者
志
が
武
芸
で
も
っ
て
人
々

を
救
い
、
四
十
を
超
え
て
か
ら
良
き
主
君
に
仕
え
る
と
い
う
結
末
（『
木
斎

伝
』）
は
揺
る
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
西
馬
が
活
躍
し
た
幕
末
期
の
合
巻
に
つ
い
て
、
鈴
木
重
三
「
合
巻
に

つ
い
て⑬
」
は
「
衰
退
期
（
弘
化
元

―
慶
応
三
）
」
と
と
ら
え
、

趣
向
は
枯
渇
し
、
か
つ
て
の
読
本
の
当
り
作
を
合
巻
に
引
き
直
す
安
易
な

抄
録
物
が
出
現
し
、
あ
る
い
は
、
先
行
作
品
の
種
々
の
趣
向
や
素
材
を
乱

雑
に
取
込
ん
で
、
刺
激
的
な
妖
奇
の
世
界
を
設
定
し
、
量
の
み
い
た
ず
ら

楽
亭
西
馬
作
『
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柳
四
魔
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と
馬
琴
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に
膨
張
し
た
長
編
も
の
の
流
行
す
る
の
が
、
こ
の
期
の
様
相
で
し
た
。

と
指
摘
し
た
。
末
期
合
巻
が
依
拠
し
た
読
本
作
品
に
つ
い
て
整
理
し
た
服
部
仁

「
読
本
鈔
録
合
巻
の
実
相
（
上
）

―
読
本
『
墨
田
川
梅
柳
新
書
』
変
じ
て
合

巻
『
花
蓑
笠
梅
雅
物
語
』
と
な
る

―⑭
」
に
よ
る
と⑮
、
西
馬
も
少
な
か
ら
ず

馬
琴
読
本
の
「
抄
録
」
合
巻
を
著
し
て
い
る
（
約
七
作
）。
だ
が
本
稿
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
西
馬
作
合
巻
が
利
用
す
る
馬
琴
作
品
は
文
化
初
期
の
草
双
紙

に
及
ぶ
。

　

文
化
期
の
草
双
紙
と
い
え
ば
、
た
だ
ち
に
『
著
作
堂
雑
記
抄
』
に
収
録
さ
れ

た
「
合
巻
作
風
心
得
之
事
」
が
想
起
さ
れ
る
。
文
化
五
年
に
書
肆
蔦
屋
重
三
郎

か
ら
馬
琴
に
届
い
た
合
巻
著
述
の
際
の
心
得
で
あ
る
が
、「
男
女
共
兇
悪
の
事
」

「
怪
異
の
事
」「
女
幷
幼
年
者
盗
賊
筋
の
事
」
な
ど
を
描
い
た
作
品
は
出
版
で
き

な
い
旨
が
記
さ
れ
る⑯
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
作
風
が
文

化
初
期
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
本
稿
で
指
摘
し
た
馬
琴
の
草
双
紙

に
も
、
狸
が
化
け
た
大
入
道
の
怪
異
（『
木
斎
伝
』）
や
、
産
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
子
が
産
婆
を
殺
害
す
る
描
写
（『
湊
仇
撃
』）、
女
性
の
死
体
を
肝
試
し
に
用

い
る
趣
向
（『
鼎
壮
夫
』）
な
ど
、
比
較
的
残
虐
な
場
面
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
草
双
紙
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
文
化
初
期
の
草
双
紙
の

様
相
が
時
を
経
て
幕
末
期
に
改
め
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
と
す
れ
ば
、
末
期
合
巻
全
体
に
お
け
る
文
化
初
期
作
品
の
再
利
用
に
つ

い
て
、
事
例
を
重
ね
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る⑰
。

　

た
だ
し
注
意
を
要
す
る
の
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
四
魔
談
』
が

三
馬
作
『
岸
柳
島
物
語
』
に
依
拠
し
て
記
さ
れ
た
可
能
性
も
残
る
。
そ
の
場
合
、

三
馬
が
馬
琴
草
双
紙
を
利
用
し
た
こ
と
と
な
り
、
三
馬
と
馬
琴
作
品
と
の
関
係

に
も
波
及
し
よ
う
。『
四
魔
談
』
の
検
証
を
行
っ
た
こ
と
で
、
西
馬
の
著
述
方

法
、
宮
本
武
蔵
物
作
品
の
享
受
・
展
開
、
馬
琴
草
双
紙
の
享
受
、
末
期
合
巻
の

流
行
に
つ
い
て
な
ど
、
種
々
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

注①　
『
燕
石
十
種
』
２

（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
・
七
、
五
二
頁
）。

②　

佐
藤
至
子
「
末
期
の
長
編
合
巻
」（『
江
戸
文
学
』
35
、
二
〇
〇
六
・
一
一
）。

③　

初
編
か
ら
三
編
は
同
志
社
大
学
所
蔵
本
（913.57

＼R10578

＼1

―3

）
を
底
本
と

し
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（207 

― 1669

）
を
対
校
本
と
し
た
。
四
編
は
専
修

大
学
図
書
館
所
蔵
本
（000

＼Z00

＼M
0998.7

）
に
拠
っ
た
。

④　
『
改
訂
日
本
小
説
書
目
年
表
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
七
・
一
〇
、
四
二
三
頁
）。

⑤　
『
岸
柳
島
物
語
』
と
刊
年
の
近
い
架
蔵
『
継
父
之
仇
討
』（
文
政
四
年
刊
）
も
前
後

編
各
三
巻
で
全
六
巻
、
全
三
〇
丁
の
装
訂
で
あ
る
。

⑥　

注
②
佐
藤
論
考
が
取
り
上
げ
た
西
馬
作
『
雲
龍
九
郎
偸
盗
伝
』
増
補
版
（
安
政
三

〜
文
久
元
年
刊
）
も
、
同
書
名
の
三
馬
遺
稿
（
文
政
十
・
十
二
年
刊
）
作
品
を
増
補

し
た
も
の
で
あ
る
。
増
補
版
『
雲
龍
九
郎
偸
盗
伝
』
三
編
序
に
は
、
初
版
の
板
木
が

火
災
で
失
わ
れ
て
製
本
の
流
通
が
少
な
い
た
め
、
増
補
版
を
出
版
す
る
旨
が
記
さ
れ

る
。『
四
魔
談
』
の
序
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
ず
、『
四
魔
談
』
が
初
版

『
岸
柳
島
物
語
』
を
増
補
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
西
馬
が
一
か
ら
著
し
た
の
か
、
初

版
を
確
認
し
な
い
限
り
厳
密
に
は
不
明
で
あ
る
。

⑦　

三
宅
宏
幸
「Literary background of M

usashi T
sukahara shiaino zu

楽
亭
西
馬
作
『
岸
柳
四
魔
談
』
と
馬
琴
草
双
紙

三
九
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（T
he battle betw

een M
usashi and T

sukahara

）, a nishikie produced by 
T
sukioka Y

oshitoshi

）」（『Relações entre a Península Ibérica e o Japão : 
do séc. X

V
I aos dias de hoje

）』H
úm
us

、
二
〇
一
九
・
一
二
）
が
、『
絵
本

二
島
英
勇
記
』
の
演
劇
化
や
浮
世
絵
を
通
じ
て
、
二
刀
対
鍋
蓋
の
図
像
が
人
々
に
流

布
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

⑧　

下
中
彌
三
郎
編
『
大
辞
典
』
７

（
平
凡
社
、
一
九
三
五
・
一
、
四
五
〇
頁
）。

⑨　

清
田
啓
子
「
翻
刻  
曲
亭
馬
琴
の
黄
表
紙
（
十
五
・
了
）」『
駒
沢
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
31
、
二
〇
〇
三
・
三
）
を
参
照
し
、
カ
ギ
括
弧
等
を
補
っ
た
。

⑩　

本
作
は
「
島
村
蟹
湊
仇
撃
」
や
「
島
村
蟹
水
門
仇
討
」
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
本
稿

で
は
底
本
と
し
た
立
命
館
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
（hayBK
03 

― 0251

）

や
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（209 

― 4
）
に
付
さ
れ
る
序
題
や
外
題
の
表
記
「
島
村
蟹

湊
仇
撃
」
を
採
用
す
る
。「
島
村
蟹
水
門
仇
討
」
の
表
記
は
巻
末
の
広
告
に
看
取
で

き
る
。

⑪　
『
湊
仇
撃
』
の
梗
概
は
佐
藤
至
子
『
妖
術
使
い
の
物
語
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇

九
・
九
、
二
四
九
〜
二
五
〇
頁
）
を
参
考
に
し
つ
つ
、
行
論
上
必
要
な
部
分
を
論
者

が
加
筆
し
た
。

⑫　

棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧
』
後
篇
（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
九
・
一
一
）
の
梗
概

を
元
に
、
本
稿
の
文
体
と
合
わ
せ
る
処
置
を
行
っ
た
。『
鼎
壮
夫
』
の
本
文
は
注
⑨

清
田
論
考
を
参
照
し
、
カ
ギ
括
弧
等
を
補
っ
た
。

⑬　
『
改
訂
増
補  

絵
本
と
浮
世
絵

―
江
戸
出
版
文
化
の
考
察

―
』（
ぺ
り
か
ん
社
、

二
〇
一
七
・
一
〇
、
二
六
〜
二
七
頁
）。

⑭　
『
読
本
研
究
』
５

上
（
一
九
九
一
・
九
）。

⑮　

注
⑭
表
１

を
参
照
。
表
１

の
整
理
は
、
石
田
元
季
『
草
双
紙
の
い
ろ
〳
〵
』（
南

宋
書
院
、
一
九
二
八
・
一
一
）、
注
⑬
の
初
出
時
の
鈴
木
論
考
、
興
津
要
『
転
換
期

の
文
学

―
江
戸
か
ら
明
治
へ

―
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
六
〇
・
一
一
）、

後
藤
丹
治
「
解
説
」（『
椿
説
弓
張
月  

上
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
・
八
）、
石
川

了
「
初
代
笠
亭
仙
果
年
譜
稿
」（『
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
11
・
12
・
14
・

15
・
16
、
一
九
七
九
〜
一
九
八
四
）
の
研
究
や
、
向
井
信
夫
氏
の
御
教
示
を
踏
ま
え

た
旨
が
記
さ
れ
る
。

⑯　
『
曲
亭
遺
稿
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
）
収
録
。
佐
藤
悟
「
草
双
紙
の
挿
絵

―
文
化
五
年
「
合
巻
作
風
心
得
之
事
」
の
意
味

―
」（『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑

賞
』
63
―
８

、
一
九
九
八
・
八
）
は
合
巻
作
風
に
つ
い
て
の
通
達
に
よ
っ
て
合
巻
挿

絵
の
「
嗜
虐
性
」
が
薄
れ
、
そ
の
後
は
「
演
劇
趣
味
」
を
発
展
さ
せ
た
草
双
紙
が
確

立
さ
れ
る
史
的
展
開
を
指
摘
す
る
。

⑰　

野
田
寿
雄
「
流
行
色
の
問
題
」（『
近
世
文
学
の
背
景
』
塙
書
房
、
一
九
六
四
・
一

〇
、
二
四
五
頁
）
が
『
岸
柳
四
魔
談
』
等
の
書
名
を
あ
げ
、
こ
の
時
期
に
「
歴
史
物

や
英
雄
譚
の
多
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
享
和
・
文
化
初
期
の
敵
討
物

と
の
関
連
は
無
視
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

〔
附
記
〕　

本
稿
は
同
志
社
大
学
国
文
学
会
二
〇
二
三
年
度
春
季
大
会
で
口
頭
発
表
し
た

内
容
に
基
づ
く
。
席
上
や
発
表
後
に
ご
教
示
頂
い
た
諸
氏
に
、
ま
た
資
料
の
閲

覧
や
掲
載
の
許
可
を
賜
っ
た
諸
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

楽
亭
西
馬
作
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四
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【
図
版
一
覧
】

【１】『四魔談』初編（５ウ・６オ）

電子データのため不掲載

【２】『木斎伝』（２ウ・３オ）

電子データのため不掲載

【３】『四魔談』初編（10ウ・11オ）

電子データのため不掲載

【４】『木斎伝』（４ウ・５オ）

電子データのため不掲載

【５】『四魔談』初編（15ウ・16オ）

電子データのため不掲載

【６】『木斎伝』（９ウ・10オ）

電子データのため不掲載

【７】『四魔談』二編（９ウ）

電子データのため不掲載

【８】『湊仇撃』前編（５ウ）

電子データのため不掲載

楽
亭
西
馬
作
『
岸
柳
四
魔
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と
馬
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双
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【９】『四魔談』二編（12ウ・13オ）

電子データのため不掲載

【10】『湊仇撃』前編（７ウ・８オ）

電子データのため不掲載

【11】『四魔談』二編（７ウ・８オ）

電子データのため不掲載

【12】『湊仇撃』前編（４ウ・５オ）

電子データのため不掲載

【15】『四魔談』二編（19ウ・20オ）

電子データのため不掲載

【16】『鼎壮夫』前編（６ウ・７オ）

電子データのため不掲載

【13】 『四魔談』四編 
（２ウ・３オ）

電子データのため不掲載

【14】『湊仇撃』後編（２オ）

電子データのため不掲載

楽
亭
西
馬
作
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岸
柳
四
魔
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と
馬
琴
草
双
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二
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【
図
版
出
典
】

『
岸
柳
四
魔
談
』
初
・
二
・
三
編
は
同
志
社
大
学
所
蔵
本
（913.57

＼

R10578

＼1

―3

）、
四
編
は
専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
本
（000

＼Z00

＼

M
0998.7

）、『
武
者
修
行
木
斎
伝
』
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（208 

― 378

）、『
島
村
蟹
湊
仇
撃
』
は
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
（hayBK

03 

― 0251

）、『
敵
討
鼎
壮
夫
』
は
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（208 

― 440

）
に
拠
る
。

【19】『四魔談』二編（16ウ・17オ）

電子データのため不掲載

【17】『四魔談』三編（15ウ・16オ）

電子データのため不掲載

【18】『鼎壮夫』後編（２ウ・３オ）

電子データのため不掲載

【20】『鼎壮夫』前編（８ウ・９オ）

電子データのため不掲載

楽
亭
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作
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